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学校の概要

本校の歩みと
特色

｢地域の福祉を充実させる」人材の育成を目的に、
平成８年４月埼玉県大宮市（現さいたま市）に開
校。介護福祉士、保育士、社会福祉士、精神保健
福祉士の養成を通じて地域福祉に貢献する人材育
成に取り組んでいます。

施　設 建物構造 鉄骨・鉄筋コンクリート
実習施設 介護実習室､ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ室､
保育実習室､図工室､パソコンルーム､家政・調理実習室他

教 育 目 標

実習と実践的なカリキュラムを中心とした学
校生活により、｢地域の福祉を充実していく｣
という社会的要請に応えうる、地域福祉のプ
ロを育成する。

主な実習
設備

・介護者用車イス
・簡易浴槽
・各種排せつ用具
・ストレッチャー
・電動ベッド
・家庭用ミシン
・調理裁縫設備
・ピアノ 他

教 員 数

在籍学生数

進 路 状 況 
昨年度の主な就職先、業種・職種
特別養護老人ホーム、介護老人保険施設、知的障害者施設、病院、精神障害者施設、児
童養護施設、保育園、幼稚園　他

就職あっ旋の
方法

本学に来る求人の斡旋及び受験指導

課外活動の
種類

施設見学、海外研修　等

利用できる奨
学金の種類

日本学生支援機構、特待生試験制度生　等

交 通 の 便

学生募集要項
高　　校　　生 社　　会　　人

願書受付期間
推 薦 基 準
選 考 方 法

試 験 日
合 格 発 表
選 考 料
そ の 他

書類審査・面接
書類審査・面接・適性検査

詳細についてはお問合せ下さい。

願書受付期間
選 考 方 法

試 験 日
合 格 発 表
選 考 料
そ の 他

学校推薦

詳細についてはお問合せ下さい。

オープンキャンパス

西口
ソニックシティ

至東京至上尾

東武線

埼玉りそな銀行

モスバーガー

マクドナルド
高島屋 coco壱番カレー松

屋

さいたま市
大宮区役所

当校
第１校舎

当校
第２校舎

大宮駅



学科の概要
募 集 学 科 名 介護福祉士科 社会福祉士科 社会福祉士養成科 こども福祉科
分 野 別 教育・社会福祉 教育・社会福祉 教育・社会福祉 教育・社会福祉
昼 夜 の 別 昼 昼 夜 昼
修 業 年 限 ２年 ３年 １年 ３年
募 集 定 員

費
学
度
年

入 学 金
年間授業料
その他の学費

初年度年間学費
（入学時納付金）
年間教材費等の経費

業

授
週授業時数
（１単位時間）
年間授業時間
数（週数）

指 導 目 標

あらゆる介護場面に共通する基
礎的な介護の知識・技術を習得
するとともに、記録・記述の方
法と円滑なコミュニケーション
の図り方を身につける。さらに
実習を通じ、個別援助計画を作
成し、それを実践・展開できる
力を身につけ、利用者及びその
介護者の満足度を高める現場力
を持つことができる。

在学中３年間でソーシャル
ワークに関する基礎的な知
識・技術を身につけるととも
に、実践者を目指す者として
必要な資質を高める。また、
卒業後実務１年の間で「受験
対策専攻科」を受講し、社会
福祉士・精神保健福祉士国家
試験に合格する。

入学した全員が社会福祉
士国家試験合格を実現す
るとともに、１年間でソ
ーシャルワークの基礎的
な知識・技術を身につ
け、年度内に希望の施設
等への就職を決定する。

児童福祉施設と連携したゼ
ミ教育と現場実習を中心と
した教育システムにより、
特別な支援を必要とする地
域の児童と家庭に対し保育
福祉・心理・教育の三位一
体の支援ができる知識、技
能を身につける。

主な履修科目

生活支援技術
介護の基本
こころとからだのしくみ
発達と老化の理解
介護過程
選択ゼミ

現代社会と福祉
手話・点字
ソーシャルワーカーの倫理
心理検査
社会保障
相談援助演習

相談援助の理論と方法
就労支援サービス
高齢者に対する支
援と介護保険制度
心理学理論と心理的支援

保育実習ゼミ
乳児保育
音楽
図画工作
障害形態別介護技術
保育原理
手話

格

資
在学中の取得
目標資格及び
受験資格

介護福祉士 社会福祉主事任用資格
社会福祉士（受験資

社会福祉士
（受験資格）

社会福祉主事任用資格
保育士
幼稚園教諭２種

昨年度の資格
取得実績

在籍移動
及び指導
状況

退学者等を未然に防ぎ、使命感を持っ
た福祉職となるために、動機づけ等ま
で踏み込んだ指導を行う。

成績評価
の方法と
卒業・進
級の条件

学習成績評価は、定期テストにより行
う。その他小テスト等内規により、評
価を定める。

生活指導
の方針と
状況

地域との連携、地域との協力、地域へ
の貢献という学校設立の目的に沿っ
て、福祉職として必要なモラルの育成
を目指す。

補足事項
（特記事項）

入学関係連絡先
資 料 請 求 先

埼玉福祉専門学校　入試事務局



学科の概要
募 集 学 科 名 こども福祉科Ⅱ部 キャリアデザイン・

コミュニケーション科

分 野 別 教育・社会福祉 教育・社会福祉
昼 夜 の 別 夜 昼
修 業 年 限 ３年 １年
募 集 定 員

費
学
度
年

入 学 金
年間授業料
その他の学費

初年度年間学費
（入学時納付金）
年間教材費等の経費

業

授
週授業時数
（１単位時間）
年間授業時間
数（週数）

指 導 目 標

近畿大学九州短期大学と
の併修により、特別な支
援を必要とする地域の児
童と家庭に対し、保育福
祉・心理・教育の三位一
体の支援ができる知識・
技能を身につける。

少人数授業、体験型授業、
コミュニケーション育成
授業により、各人のキャ
リア形成プランの作成、
進路の決定を通して、社
会人基礎力および福祉支
援の基礎力を修得する。

主な履修科目

保育原理
音楽
図画工作
表現
保育技術
教育心理学

レクリエーションサービス基礎
コミュニケーションスキル
コンピューター実習
福祉と生活
社会福祉の基礎

格

資
在学中の取得
目標資格及び
受験資格

保育士 介護職員初任者研修
ベビーシッター
幼児体育指導者検定
サービス介助士 など

昨年度の資格
取得実績

在籍移動
及び指導
状況

退学者等を未然に防ぎ、使命感を持っ
た福祉職となるために、動機づけ等ま
で踏み込んだ指導を行う。

成績評価
の方法と
卒業・進
級の条件

学習成績評価は、定期テストにより行
う。その他小テスト等内規により、評
価を定める。

生活指導
の方針と
状況

地域との連携、地域との協力、地域へ
の貢献という学校設立の目的に沿っ
て、福祉職として必要なモラルの育成
を目指す。

補足事項
（特記事項）

入学関係連絡先
資 料 請 求 先

埼玉福祉専門学校　入試事務局


